
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

改善の内容 

全車両、パワーウィンドウスイッチを点検し、作動不良が確認されたものについては、耐

熱性グリースを塗布したスイッチ基板と交換し、それ以外については、接点部に耐熱性グリ

ースを塗布する。 

また、上記の点検により、耐熱性グリースを塗布したものについて、その後、作動不良が発

生した場合は、パワーウィンドウスイッチを交換する。 
 

識別：改善済み車両には車台番号打刻位置の右上部に黄色ペイントを塗布する。 

改善箇所説明図 

注：     は交換部品を示す。 

運転席ドア部のパワーウィンドウスイ

ッチにおいて、スイッチの潤滑用グリース

が均一に塗布されていないものがあり、ス

イッチ操作時に接点部で発生するアーク

（火花）によってグリースが炭化して潤滑

性が悪化することがある。そのため、スイ

ッチの摺動が悪くなり、早期に接点が摩耗

して作動不良となるおそれがある。 

また、スイッチの摺動不良を改善させよう

と市販の潤滑剤等を塗布すると、スイッチ

が溶損するおそれがある。 
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